
市内でも珍しい領主の供養塔

子供をしかった後はなんともいえない
後味の悪さを感じます。でもまたいたず
らをすればカッとなり怒ってしまう・・
・子育ては毎日がこんなことの繰り返し
です。しつけが上手にできるしかり方を
今一度考えてみましょう。
◆ どのようにしかったらいいの？
①叩くのはダメ
暴力は絶対いけません。１度叩いてし
まうとエスカレートすることも。まず言
葉で注意しそれでもやめない場合は体を

だきすくめて手足を押さえ言い聞かせた
ほうが適切です。
②ダラダラしからず、短い言葉で適切に
伝えたい事を短い言葉でピシャッと言
ったほうが通じます。過去をむしかえす
のはダメ。
③「○○ちゃん嫌いよ」は禁句
子供の存在を否定する言葉を言っては
いけません。やってしまった過ちや失敗
に対してしかることがポイント。
④一貫した態度で
笑顔を見せず、断固とした態度でしか
る。感情でしかったり、一貫性がないと
子供は混乱します。子供は言葉だけでな
く、表情や態度の中にある親の感情を読
み取る力を持っています。いつも真剣に
向き合いましょう。
◆ しかった後はスキンシップを
①気持ちが落ち着いたらアフターケアを。
「しかられたけど自分は受け入れられ

ている」と理解させることが大切です。
それには抱っこなどのスキンシップを。
②できるようになったらほめる
ほめられた事で、子供はきちんとでき
たことに自信を持つようになります。

子供は無条件に愛情を注いでくれるお
母さんお父さんが大好きです。この愛情
に裏付けられた信頼関係があるからこ
そ、保護者のいうことを聞くようになる
のです。
もし子育てで悩んでいることがありま
したらぜひ保健センターの乳幼児健康相
談をご利用ください。育児のアドバイス
ができると思います。
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しかり上手は子育て上手
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記
録
に
残
る
飯
高
は
、
一
二
三
六

年
（
鎌
倉
時
代
・
嘉
禎
二
年
）
に
香

取
神
宮
（
佐
原
市
香
取
）
の
造
営
を

飯
高
氏
が
負
担
し
た
も
の
が
最
古
と

さ
れ
ま
す
。
そ
れ
以
前
、
飯
高
周
辺

は
匝
瑳
北
条
荘
（
ほ
う
じ
ょ
う
の
し

ょ
う
）
と
よ
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

飯
高
氏
は
、
千
葉
氏
の
流
れ
を
く

み
、
進
出
当
初
か
ら
そ
の
土
地
の
地

名
を
氏
姓
と
し
て
名
乗
り
、
飯
高
神

社
を
守
護
神
と
し
て
ま
つ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。

日
蓮
の
有
力
な
信
者
で
あ
る
金
原

法
橋
（
か
な
ば
ら
ほ
っ
き
ょ
う
）
は

一
二
七
一
年
（
鎌
倉
時
代
・
文
永
八

年
）
の
文
書
に
そ
の
名
が
見
ら
れ
、

金
原
の
出
身
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
金
原
郷
（
ご

う
）
で
は
、
一
三
四
〇
年

代（
南
北
朝
時
代
）以
降
、

安
久
山
村
円
静
寺
（
あ
ぐ

や
ま
え
ん
じ
ょ
う
じ
）
を

拠
点
に
日
蓮
宗
の
進
出
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
解
明

の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の

が
、
円
静
寺
境
内
の
板
碑

（
い
た
ひ
）
群
で
す
。
こ

の
碑
が
発
掘
さ
れ
た
と
い

う
墓
地
は
、
小
高
い
畑
の

中
に
あ
り
、
そ
こ
に
興
味

ひ
か
れ
る
石
塔
が
あ
り
ま

す
。地

域
の
人
か
ら
報
告
が

あ
っ
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

二
基
の
石
塔
の
側
面
に

は
、
院
殿
大
居
士
（
い
ん

で
ん
だ
い
こ
じ
）、院
殿
大

姉（
た
い
し
）な
ど
二
十
四

名
の
戒
名
（
か
い
み
ょ
う
）
が
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
江
戸
時
代
の

農
民
の
も
の
と
し
て
は
不
相
応
で
、

い
っ
た
い
誰
の
も
の
か
、
調
べ
ま
し

た
。石

塔
は
、木
下
家
の
墓
域
に
あ
り
、

日
殷
（
に
ち
お
ん
）
と
い
う
僧
の
名

が
見
ら
れ
、
飯
高
・
妙
福
寺
第
十
九

世
と
同
一
人
で
し
ょ
う
。
戒
名
の
人

た
ち
は
一
七
三
九
年（
元
文
四
年
）か

ら
安
久
山
村
の
領
主
を
つ
と
め
た
旗

本
西
尾
氏
に
関
係
す
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
幕
末
近
く
に
な
り
、
当

時
、
名
主
で
あ
っ
た
源
兵
衛
の
墓
地

に
日
殷
が
領
主
の
供
養
塔
を
建
て
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
日
殷
が
亡
く
な

っ
た
後
も
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
例
は
市
内
で
は
初
め
て
で
す
。

安
久
山
、
大
堀
、
小
高
（
お
だ

か
）
、
片
子
（
か
た
こ
）
、
金
原
と

飯
高
の
六
か
村
は
、一
八
八
九
年（
明

治
二
十
二
年
）
の
合
併
で
飯
高
村
と

な
り
ま
し
た
が
、
隣
村
の
内
山
村

（
豊
和
地
区
）
を
含
む
七
か
村
案
も

あ
り
ま
し
た
。

飯
高
寺
の
一
六
三
九
年
（
寛
永
十

六
）
に
造
ら
れ
た
梵
鐘
（
ぼ
ん
し
ょ

う
）に
、「
匝
瑳
郡
」
と
刻
ま
れ
て
い

て
不
思
議
に
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。こ
れ
は
、九
三
〇
年
代
に
同
地

域
が
匝
瑳
郡
十
八
郷
に
含
ま
れ
て
い

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
飯
高
周
辺

が
香
取
郡
に
な
っ
た
の
が
一
七
〇
〇

年
以
降
の
こ
と
で
す
。今
度
は「
匝
瑳

市
」に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
生
涯
学
習
課
）

市都言宣康健

活活
生生
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